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Abstract 
 The present paper, as the 3rd of the essay discusses the perspectives the researchers of folk literature 
have to, deals especially with Hermann BAUSINGER’s “Theory of  Folk Literature” (original in 
German: Formen der ‘Volkspoesie’.1968, 21980), on the occasion of its translation in Japanese by S.
Kono published by ARM corporation, Nagoya, in 2019. Here the concepts Bausinger puts forward in the 
Folk literature research are explained and re-considered. The starting issue of the discussion is the 
problem: “Folk literature or Folk poesy” is not as the discovered matter (so-called existing facts), but as 


































































 Hermann Bausinger, Formen der “Volkspoesie”. Berlin [Erich Schmidt] 1968 (Grundlangen 
der Germanistik,hrsg.von Hugo Moser und Hartmut Steinecke, mitgebründet von Wolfgang 




























































































































































ている。参照，Hermann Bausinger, Gräters Beitrag zur Volksliedforschung. In: Württembergisch Franken, Bd. 
52, Schwäbisch Hall 1968, S.73‒94.
18






























































７） Johann Karl August Musäus, Volksmährchen der Deutschen. 1782‒1786.; 今日も読まれるのは次の一巻本を
定本とする各種の復刻版である。参照，J. K. A. Musäus, Volksmährchen der Deutschen. Mit Holzschnitten 
nach Originalzeichnungen von R. Jordan, G. Osterwald, L. Richter und A. Schrödter. Hg. von Julius Ludwig Klee. 
Leipzig [Mayer und Wigand] 1842. 
８） カルレ・クローンの学位論文はメルヒェンに現れるオオカミやキツネの研究であったが、寓話との
関係は度外視されていることは問題とみるべきだろう。当初から計劃されたドイツ語版を参照，Kaarle 


























































11） 参照，Ingeborg Weber-Kellermann / Walter Stolle, Volksleben in Hessen 1970, Werktag und Fest in traditioneller und 
industrieller Gesellschaft. Göttingen: Otto Schwarz 1971, Kap. 6. Trachtenland Hessen.
12） 参照，Hermann Bausinger, Herbert Schwedt, Marx Braun, Neue Siedlungen. Volkskundlich-soziologische 

















































































































































































訳 p. 255）ドイツ民俗学では共通知識であることが前提とされている。参照，Karl Meisen, Das Lied von 
der Kommandantentochter von Großwardein oder der ungarischen Braut. In: Rhein. Jb. f. Vkde. 8.Jg. (1957), 









































































































































































































































33） Robert Petsch, Wesen und Formen der Erzählkunst. Halle 1934.
34） ヘルマン・バウジンガー『フォルクスクンデ』（前掲注13）p. 229.
34



























































































るが、基本語 Formel について参考までに同じく独和辞典を開くと、 次のように解説され
ている。
38） Robert Petsch, Spruchdichtung des Volkes. Vor- und Frühformen der Volksdichtung. Halle 1938.
39） 『口承文藝の理論』p. 75.
37
口承文藝研究の視点について（3）
 １．形式の決まった文章（式辞・スローガンなど）、２．［理・数］式、公式、３．定
め、規定、４．（レース用自動車の）規格、フォーミュラ──小学館『大独和辞典』
決まり文句の特質は、突きつめると、言葉の基本的な機能に照応する。それゆえ決まり文
句の章が言葉のそれへの言及で始まるのは不思議ではない40）。
 （決まり文句）はそこに短略化と濃縮の思考がはたらくと、数学や自然科学の式（公式・
方程式）になる。そこでのフォルメルは、常に、情報をまとめるものとしての省略か
つ符号である。現代の言語理論やデータ処理の実際においても、言葉はどこまで厳密
な情報連関にまで還元できるか、という問いは重要な意義をになっている。かく、言
葉の暗号的性格を取り出し、さらに言い方を換えると、言葉の型式としてのあり方に
なるだろう。ジャン＝パウルは、言葉を《色褪せたメタファーの字引》と呼んだこと
があった。事実、語彙の畫像意味は衰弱しており、独自に浮かび上がらせるのも無理
で、《よそよそしくなって》いる、とすると、精々、決まりきった情報の運搬者なの
である。しかし正にこれが、言葉を役に立つ運搬車にするのである。すなわち、言葉
は私たちから重荷をとってくれ、あらかじめ創ってくれ、ある意味では私たちに代
わって《考えて》くれる。
言葉がもつかかる契機は社会生活のなかで定型的な表現として発現する。挨拶の文言・願
いごとやお悔やみの決まった言い方・諺・格言・スローガン・キャッチ・コピー・交通規
則の言い回しやそのパロディー、また文藝に向けて少し歩みだしたものでは子供をあやす
ときの歌いものや数え歌がある。さらに、虚構をかまえる意識が強まった形式では、
ウィットが見えてくる。バウジンガーは第２章を挨拶の文言からはじめてウィットで締め
くくった。
　ウィットにおける言葉のやりとりは生活の生きた一局面であり、その点では現実そのも
のである。と共に、聞き手の注意を一瞬あらぬ方へ意図的に誘導する点で意識操作でもあ
る。現実と虚構の二面性をもつ形式であり、それゆえ新聞や雑誌の「ウィット欄」のよう
に文藝としての企劃や編集も可能である。もとより、ウィットが文藝化への唯一の経過点
というわけではないが、文藝への入り口にもなる。バウジンガーの考察は、このウィット
を聯結項として、シュヴァンクやメルヒェンや伝説や聖者伝の第３章へ移ってゆく。
40） 『口承文藝の理論』p. 79.

